
国語担当者が選ぶこの１問

「Z-SQUARE」で好評連載中の「カコモンにTRY!」の特別版と
して、数ある難関校のなかから中学受験コースの教科担当者
が選んだ、差がつく「この1問」をご紹介します。
この機会に難関中学の入試問題を体験してみてください。

ここでご紹介した入試問題の解答・解説は、7月27日に保護者向け総合情報サイト「Z-SQUARE」に掲載します。

地球環境に関わる新しい言葉と
熟語の知識を組み合わせよう
今回ご紹介するのは、地球環境に関連して近年よく使わ
れるようになった言葉と、昔から使われてきた四字熟語
や二字熟語の知識を組み合わせて考える問題です。問
題文に「私たちの地球を次世代に引きつぐために欠かせ
ない取り組みにかかわるもの」とあることから、SDGs（持
続可能な開発目標）を意識した出題であるととらえること
ができたでしょうか。SDGsは環境問題やその他の課題
について、2030年までに達成すべき国際目標であり、中
学入試でも関連する問題がしばしば出題されているの
で、着目しておきたいところです。
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理科担当者が選ぶこの１問 知識だけでなく
思考力も身につけよう
理科の入試問題では、知識だけでなく思考力を問う問題
がよく出題されます。ここでは、カンブリア紀の化石に関
する問題を取り上げました。
この問題では、問題文にあるカンブリア紀の地層に見ら
れる化石の特徴から、当時の状況を考える力が必要で
す。問題を解くための情報はすべて問題文で与えられて
いるため、カンブリア紀に関する知識は必要ありません。
化石の特徴から当時の生き物のようすを想像し、選択肢
の内容と照らし合わせて考えることがポイントです。
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優先順位をつけて考えよう
2022年は、歴史的な円安が話題となりました。今回紹介する問
題は、為替の取引を題材にした問題です。問題文をきちんと読
めば知識がなくても理解できますが、通貨の価値が常に変化し
ていることを知っていると、状況がイメージしやすかったかもし
れません。
3日目の1ナダが2日目と4日目に比べて高いか安いかで場合を
分けて考えます。ただ、入試では時間が限られているため、効
率的に考える必要があります。今回は最も高い場合と最も安い
場合を求めればよいので、それを優先的に考えるのがポイント
です。

「Z-SQUARE」へのアクセス方法「Z-SQUARE」アドレス https://www.zkai.co.jp/saponavi/el/
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問題文から読み取った状況を整理して考える問題は、近年よく
見られるようになっています。このようなタイプの問題は「つる
かめ算」などの問題とちがい、決まった解き方がないので、読み
取った情報を表などにうまくまとめる力が求められます。Ｚ会中
学受験コース6年生7月号の「総合文章題」では、このような出
題に対応できるよう、表に整理して丁寧に考える問題を多く出
題しています。

差がつく！ 学習アドバイス
Ｚ会の教材では、四字熟語や二字熟語など知識事項も繰り
返し学習できます。意味を理解したうえで、正しく漢字で書
けるように、一つ一つ確実に覚えていきましょう。また、読解
問題においては、地球環境などをテーマにした文章も数多く
取り上げます。描かれているテーマについて、他人事ではな
く自分自身に関する事柄として、しっかり考えるようにしてくだ
さい。学習の材料は身のまわりにあふれています。日頃から
ニュースや新聞で見たり聞いたりする言葉に関心をもち、時
代の変化を敏感に察して、新しい言葉を身につけていくこと
が大切です。

差がつく！ 学習アドバイス

差がつく！ 学習アドバイス
まずは単元ごとの基礎的な知識を固め、その後多くの問題
に触れ、慣れることが大切です。Ｚ会の中学受験コースで
は、実験・観察の問題を多く取り入れ、問題文から情報を
読み取る練習や、知識を組み合わせて考える練習を積み、
思考力を鍛えます。
今回の問題のように、理科の入試では考える力が問われる
問題がよく出題されます。初見の問題でも、与えられた条
件やグラフを読み取り、もっている知識と組み合わせて考
えられるようになることが大切です。情報を整理しながら
問題文を読み解く練習をしておくことをおすすめします。

時事的な内容を統計資料から
読み取ろう
中学入試では、統計資料を用いた問題がよく出題されま
す。この問題は、3つの紙の種類の名称から、それぞれの
用途や多く使われる場面を考え、生産量とその変化から
紙の種類を特定する問題です。注目したいのは2000年
～2021年という統計期間です。この約20年間で紙製品
をとりまく環境は大きく変わりました。また、2021年は、新
型コロナウイルス感染症の流行により、新しい生活様式
が広まった時期にあたります。統計データに表れた社会
の変化を読み取ることができるかどうかがポイントです。

社会の変化を反映した統計資料を取り上げました。時事
問題は知識として知っておくだけでなく、その出来事の背
景や問題点、関係する知識も整理しておくことが必要で
す。また、統計資料を用いた問題は、数値の最大値・最小
値、時系列の変化などに着目し、それがどのようなことを意
味しているかを考えて学習することが大切です。資料を見
たときに気がついたことを書き出しておくとよいでしょう。Z
会では、統計資料を多く取り上げ、論理的に解答をみちび
く力を養っていきます。

差がつく！ 学習アドバイス
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「カコモンにTRY!」特別版

この夏に挑戦したい！ 2023年度入試の「この1問」
教科担当者が選んだ


